
2021年 JODA ナショナルチーム最終選考会 メディア・プレスへのご案内

JODA : Japan Optimist Dinghy Association

愛知県ヨット連盟



Optimist (オプティミスト) Dinghy とは

全長2.31m、全幅1.13mの小さなヨットで”OP”の愛称で世界中の人々に
親しまれています。
現在、国際セーリング連盟(World Sailing）が承認する最も小さなクラスであり、

国際的に15歳(小中学生)までの子供達のためのOPは、毎年世界選手権大会を始め、
多くの大陸選手権大会が行われている、活動の活発なヨット種目でもあります。

OPの特徴は強風下でも安全に操船できる事で、ヨットの入門艇として100ヵ国、
15万人以上の子供たちに普及しています。
日本でも沢山のジュニアセーラーが活動し、全日本選手権大会を始め多くの大会が
日本各地で開催され、競技力の向上と人間形成に役立っています。

2020年全日本選手権大会より



ナショナルチーム最終選考会とは

各地区の予選を勝ち抜いた選手が出場できる 『OP級全日本選手権大会』、
その上位40名の選ばれし者が翌年度のナショナルチームの座をかけて競う大会が
『ナショナルチーム最終選考会』 です。

この 『ナショナルチーム最終選考会』の上位者が、翌年度の日本代表選手として
海外での選手権大会に出場することができます。

▶ 2021年度対象大会

IODA 世界選手権大会

IODA アジア・オセアニア選手権大会

IODA ヨーロッパ選手権大会

2021年の 『ナショナルチーム最終選考会』 は、昨年に続き当地、豊田自動織機
海陽ヨットハーバーで開催されることとなりました。

IODA : International Optimist Dinghy Association

2020年ナショナルチーム選考会より

2021年7月 イタリア

2021年11月 タイ

2021年6月 スペイン



2021年 ナショナルチーム選考会

主催 JODA (日本OP協会)

運営主体 愛知県ヨット連盟

ホストクラブ 海陽海洋クラブ

会期 2021年2月19日 (金) – 23日 (火)

会場 豊田自動織機 海陽ヨットハーバー

参加艇数 40艇 (15クラブより参加)

2月の三河湾はセーリング競技に好適で、素晴らしい大会となることが予想されます。

私達愛知県ヨット連盟は、全国屈指のセーリングスポットである当地蒲郡で、

「安全を最優先」に「公正」、「公平」なレースマネジメントを通じて、

全ての参加者に大きな満足感が共有できる選考会にしたいと考えています。

合わせて全国各地から来会される全ての「選手」.「指導者」. 「サポーター」の方々に

私達たちのホームポートである蒲郡の魅力を発信していきたいと考えています。



蒲郡の海から世界へ

愛知県ヨット連盟からの提案を受けて、JODA(日本OP協会)は2020年12月の
年次総会にて、2022年から2026年までの5年間、ナショナルチーム最終選考会を
豊田自動織機海陽ヨットハーバーにて定点開催することを決定いたしました。

これは2026年に開催される『アジア大会』に向けて、セーリングスポットの拠点として
蒲郡を活性化していきたい愛知県ヨット連盟の思惑と、絶好のセーリング環境下で
ナショナルチームの選考を行いたいJODAの考えが一致したことによります。

国内で全日本選手権大会を定点開催しているのは、以下の2大会のみです。

『全国高校総体セーリング競技』 : 和歌山県和歌山市
『全日本学生ヨット個人選手権大会』 : 愛知県蒲郡市

定点開催により、高校生セーラーの目標が和歌山での大会、大学生セーラーの
目標が蒲郡での大会が全国レベルで定着しております。

今回のナショナルチーム最終選考会の蒲郡での定点開催化により、世界に向けて
羽ばたこうとしているジュニア・セーラーにとって、蒲郡での大会が目標、憧れ、そして
世界に向けての輝かしい出発地となると確信しています。

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1570965848/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2phcGFuLW9wdGkuY29tLzIwMTBlYXN0ZXJuJTIwamFwYW4v/RS=%5eADBcfFKniCD3ksJrjtGSOlBrcMN.V4-;_ylt=A2RCA5TYt6FdPRgAPCaU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDA


取材のご案内

大会への取材を希望されるメディア・プレスの方々に、大会での取材のご案内を
させていただきます。

1. メディア・プレスルームの確保

・ インターネット環境が確保されたメディア・プレスルームを確保します。

2.  大会会場地内への駐車場の確保

・ メディア・プレスルームに至近な場所に、駐車場を確保します。

3.  専用のメディアボートの確保

・ ドライバー付の専用メディアボート (VSR5.8)を確保します。
季節柄、海上のコンディションは相当厳しいことが予測されます。
防寒ウエア等の用意は各自でお願いいたします。

4. 会場地での自由な取材活動

・ 識別のための、大会実行委員会が用意するビブスの着用をお願いいたします。



愛知県ヨット連盟 理事長 白川 健一

<本件担当>

愛知県ヨット連盟 理事 岡田 彰
E-mail : yachtokada@yahoo.co.jp


